
★平成22年第１回定例会は３月１日(月)開会予定です。

平成22年
（2010年） 1月
第32号

12月補正：3億9,963万円

補正後の予算
一般会計：226億5,591万円
（対前年度同期 ＋20億9,275万円

＋10.2％）

■特集

新統合病院 概算事業費

10億円増額の見込み
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日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

１惜 本会議 会期の決定

市長提出議案20件 ・・・・・一括上程

市長提出議案の提案理由説明

3斥 本会議 議案に対する質疑

4昔 本会議
議案に対する質疑

議案の常任委員会付託

7席 休 会 特別委員会（交通･港湾･企業誘致対策）

8惜 休 会 特別委員会（地域医療 ･環境施設整備対策）

9戚 本会議 一般市政に対する質問

10斥 本会議 一般市政に対する質問

11昔 本会議 一般市政に対する質問

14席 休 会 常任委員会

15惜 休 会 常任委員会

16戚 休 会 正副委員長会

常任委員会報告

常任委員会報告に対する質疑

特別委員会中間報告

18昔 本会議 決算審査特別委員会報告

特別委員会中間報告に対する質疑

決算審査特別委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

平成21年伊万里市議会第４回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時12月
◎ 伊万里大通りの一部が横断禁止規制
区域になります
バスセンター閉鎖によるバス停移動のた

め、両駅ビル間の道路を横断する歩行者が

増加し大変危険な状況にあります。

そこで県公安委員会は下記の範囲を横断

禁止規制区域に決定（規制開始時期は未

定）。市は高さ1.2m、長さ44mにわたっ

て横断防止柵を設置します。

横断には横断歩道や両駅ビル間のデッキ

（エレベーターがあります）をご利用下さい。

デッキから眺める伊万里の街並みもステキ

ですよ。
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伊万里市議会ではこれまで数々の改革に

取組んできましたが、今年度行った「伊万

里市政に係る基本的な計画の策定等の手続

きに関する条例」の議員提案（伊万里市

議会だより第29・30号で詳報）に関し

て、全国市議会議長会から課題討議の事

例報告者に選ばれ、10月21日～22日

に金沢市で行われた研究フォーラムで

報告しました。

課題討議には「議会基本条例を考

える」、「議員立法の現状と課題」の

２つのテーマがあり、伊万里市議会

は「議員立法と議会事務局のサポ

ート体制」のタイトルで、政策条

例の議員提案にあたり、議会事務

局職員を講師とした勉強会から始

めて議員の意識を深め、条例を提案し、それに基づいて

第５次総合計画を特別委員会で審査、修正可決したことについて報告。コーデ

ィネーターの神原勝・北海学園大学教授から「総合計画のうち、基本構想だけではなく、

基本計画への議会の関与は時代の趨勢であり、大変意義深い」とのコメントを頂きました。

報告者は次の通りです。

★「議会基本条例を考える」：埼玉県所沢市議会、愛知県豊田市議会

★「議員立法の現状と課題」：神奈川県平塚市議会、佐賀県伊万里市議会

またフォーラムでは、丹羽宇一郎・地方分権改革推進委員会委員長による基調講演「日

本再生の起爆剤～地方分権改革～」や、穂坂邦夫・前志木市長らによるパネルディスカッ

ション「地方議会はどう変わるべきか～首長と議会の新たな関係～」がありました。

伊万里市議会の改革について
事例発表しました！

～第４回全国市議会議長会研究フォーラムin金沢にて～
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新統合病院建設事業について
特別委員会報告にもあるように、新統合病院の建設に関して、「基本設計時より総事業費が約10億円

増える見込み」との報告がありました。新聞等マスコミでも報道されたため、心配する市民の皆さんも

多いことでしょう。そこで、その内訳についての資料を共有したいと思います。

概算事業費の内訳
（単位:千円）

区 分 概算事業費 基本計画時 差 引
設計管理費 基本設計、実施設計、工事監理費等 149,111 183,262 △34,151
建築工事費 4,771,000 3,819,073 951,927

建物建築工事費 4,461,000 3,619,073 841,927
外構工事費 310,000 200,000 110,000

上下水道工事費等 107,521 0 107,521
上水道工事費 18,000 0 18,000
下水道管接続工事費 37,370 0 37,370
伊万里市導水管移設工事費 12,000 0 12,000
給水負担金 751 0 751
下水道受益者負担金 13,500 0 13,500
進入路舗装工事費 25,900 0 25,900

用地・造成費 365,936 400,000 △34,064
病院敷地用地購入費・造成工事費等 193,053 400,000 △206,947
国道進入路及び附加車線工事費 172,883 0 172,883

医療情報システム導入費 52,500 52,500 0
医療機器購入費 837,900 837,900 0
什器・備品購入費 59,850 59,850 0
移転・移設費 94,500 94,500 0

医療機器移設費 52,500 52,500 0
その他移設費 42,000 42,000 0

運営計画策定費 21,494 0 21,494
合 計 6,459,812 5,447,085 1,012,727

主な増額理由

◎建築工事費

・基本計画では、同規模他病院の実績単価に基づき算定

・部門別の設計協議により、患者本位の機能性を重視した設計を行った結果、建物床面積が増加

・上記理由により、建物建築工事費分が8億4,192万7千円増

◎上下水道工事費

・基本計画時点では、上下水道の具体的な施工方法は未検討で、事業費に組み込まれていなかった

・うち上下水道工事費分は5,537万円

◎用地・造成費

・国道工事事務所等、関係機関との協議により、ＭＲ踏切や国道附加車線の工事費が新たに必要となった

・関連事業費は1億7,288万3千円

※負担割合は市広報1月号をご参照下さい。
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当委員会に付託されました、条例議案３件、
一般議案２件及び一般会計補正予算について
審査の結果、原案のとおり可決すべきものと
決定いたしました。
「政策経営部」
伊万里有田地区定住自立圏形成協定」（９月

議会で議決事項に追加）の提案：生活機能の
強化、結びつきやネットワークの強化、圏域
マネジメント能力の強化を主な取り組み内容
とし、２２施策を予定。今後、協定の締結、
共生ビジョン懇談会の設置とビジョンの策定
が予定されている。

「消防本部」
青嶺中学校少年消防クラブへＡＥＤ及びＡ

ＥＤ訓練用資機材救護用資機材を助成を受け
配置、黒川町塩屋婦人消防隊へ初期消火活動
用軽可搬ポンプ等を整備する。

愛媛県伊予市
○自治基本条例についてほか
平野部と山間部を有した１市2町が、平成

17年4月に合併している。

域内の公平な行政サービスを課題として

「新総合計画」を策定するにあたり、基本理念

の必要に迫まれ自治基本条例を制定した。特

徴的には、市政運営の原則から始め、総合計

画の策定に触れるとともに、参画と協働の原

則においては住民投票の実施や５年を目途に

社会情勢に適応させることまで言及している。

また、学校エコ改修プロジェクトについて

は、国の補助事業「頑張る地方応援プログラ

ム」の活用である。近年稀に残存している木

造校舎を、地域の気候風土や特性を活かした

省エネルギー化の名目のもとに、改修事業を

実施したものであった。

愛媛県新居浜市
○補助金公募制度の導入ほか
度重なる台風災害による多大な財政負担増

に陥ったために補助金の見直しに手をつけた

ものである。見直しについては、市民と行政

の相互理解を深め透明性と公平性を確保する

ために、補助金見直し基準を設定して補助金

公募制度を導入した。審査決定は市役所だよ

り、ホームページにより情報公開としたが取

組のなかでは総論賛成、各論で理解が得られ

にくい面もあった。それは補助金採択の可否

が団体活動に直接関係するためで、今後も十

分な時間をかけながらの合意を図ることが重

要との示唆を受けた。

集中改革プランについては、事務改善を推

進するための年度毎の実施方法を学ばせてい

ただいた。

香川県善通寺市
○債権管理局の設置について
臨戸徴収を廃止し、広域による租税債権管

理機構に移管したが、回収能力に限界があり

十分な滞納整理の能力の必要が求められた。

平成17年4月に債権管理局を発足し、外部か

ら滞納整理の専門家を採用した。この局の設

置目的は、専門性、継続性、不偏性を重視し

て、職員では克服できない現実を補うもので

ある。局は「部」の格を有しており結果は十

分の成果を得ている。今後の課題としては、

自主財源の確保は重要であるが、滞納の質の

変化に対する考慮もすべきであることや徴収

機会の充実も図ることが考えられている 十

分に参考になることである。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

行政視察報告（10月13日～16日）

◎前田 儀三郎 ○山増 秀明
前田 教一 松永 孝三 高木 久彦
占野 秀男 盛 泰子 浜野 義則

軽可搬ポンプ贈呈式（昨年度）
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当委員会に付記された条例議案５件、補正
予算議案１件、特別会計補正予算４件につい
て慎重審査の結果、原案のとおり可決すべき
ものと決定しました。
大川町コミュニティーセンター設置条例に

ついては、国の緊急経済対策予算の適用で建
設に至ったが、当センターの事業目的が一部
他の公民館事業目的と違いが生じないよう、
事業の公平性を求めたところである。
ひとり親家庭等医療費助成の一部を改正す

る条例については、佐賀県を含み全国で４県
だけが実施している助成措置であったが、県

の廃止決定により平成23年９月までは伊万里
市も新条例の規定を適用するが、10月以後の
廃止案については一部の委員から反対意見も
述べられた。
後期高齢者医療、介護保険いずれも保険料

納入にかかわる延滞金軽減を行うもの。
補正予算では、今回21世帯（51人）分の生

活保護事業費が追加されている。近年の不況
下における影響で対象家庭が増加傾向にある。
又、小、中学校各種大会出場支援事業費の補
助負担率については、文化部の負担率をアッ
プして、スポーツ派遣との均衡を図ると同時
に負担率のアップの検討を求めた。
尚、国見中学校の建設現場と、子育て支援

センター（ぽっぽ）の現地視察を行った。

大阪府枚方市にある東部清掃工場
平成20年12月完成。敷地面積51,350㎡。焼

却能力１日240ｔ（120ｔ×２炉）。総事業費116
億円。処理方式（全連結焼却炉ストーカー式）。
市民参加型の検討委員会を設置。これまでの実
施を考慮しストーカー式に決定。一日に約150台
の運搬車の出入り。
約850℃で焼却。その時に発生するガス、ダイ
オキシン類をボイラーや触媒脱硝装置で除去し都
市ガスにて溶融処理を行いスラグ化。そのスラグ
が月に約300ｔ。建設資材として１tあたり100
円～200円で取引。しかし、その処分、処理につ
いてが課題。余熱発電により全工場内の電力をカ
バー、余った電力は売電。24時間体制、民間企
業に委託、委託料約２億200万円
滋賀県 日野清掃センター（クリーンわたむき）
平成19年３月完成、処理対象面積502.36椙、

処理人口約15万人、施設面積15,004㎡、処理能
力１日180ｔ（60ｔ×３炉）処理方式、流動床式
ガス化溶融炉方式。総事業費91億7,120万円。
ゴミを一旦500℃～600℃に熱し、アルミや鉄そ
の他に仕分けが出来、その他のゴミを1200℃以
上で溶かし灰とて、それを冷却水で急冷させ、ガ
ラス状のスラグとする。スラグは建設資材(Ｕ字
溝、ブロック)。余熱発電により全工場内の電力
を賄う（年間約１億円）。売電も行っている〔H19
年度利益1,900万円〕
24時間体制〔民間委託、委託料約１億9,000万円〕
大阪府大阪狭山市幼保一元化施設(こども園)
保育所と幼稚園の機能を兼ね備えた施設。平成
18年3月に発足。現在2ヶ所大阪狭山市の教育に
ついては以前から先進的な取り組みがなされ、昭

和29年最初の幼稚園を開園する時、｢歩いて通え
る幼稚園｣をスローガンに小学校７校に対し公立
幼稚園は10園を設置。しかし近年の少子化によ
り幼稚園の充足率も30％前後まで落ち込む。一
方保育所は増加傾向。待機児童者は年々増え続け
た。就学前の子供達が一貫した教育、保育を受け
る事が出来る様な検討会を重ね、「子育て支援セ
ンター」を設置施設については10園あった幼稚
園を６園に統合。その時の余裕保育室を転用。国
の補助事業で建設した幼稚園が、目的変更のため
補助金の返還が生じた。そうした中、スタートし
たこども園は今年で４年目を迎える。様々な問題、
課題があったが、今では保護者からの受けは非常
にいいとの評価。幼保一元化の為、幼稚園教諭と
保育士の両方の資格が必要。３年間の資格猶予を
設け経費などの補助制度を設置。又２年間は人事
異動も行わなかった。
これからの課題としては幼保一元化となったも
のの、事務手続などはまだ別々。給食センターも
２ヶ所に分かれている。窓口も教育委員会、保健
福祉部と分かれている。将来は一つの窓口。これ
からも、幼保一元化の取り組みについては全国的
に増えるであろう。そうした中で先んじて、首長
が国の政策と違う立場を取り組まれた時に各自治
体の職員は、戸惑う事多々あろう。そこは、やは
りその首長の強いリーダーシップと先見性に優
れ、ゆるぎない信念を持ち、職員の前向きな一致
した協力体制が是非とも必要な事だと改めて感じ
た視察であった。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎笠原 義久 ○草野 譲
内山 泰宏 船津 賢次 前田 久年
樋渡 雅純 島田 布弘 下平 美代

行政視察報告（10月27日～29日）
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託された条例議案１件、一般

議案１件、予算議案４件について審査の結果、

予算議案の内(森林整備担い手育成事業)１件に

ついては委員会の意見を付し、他議案につい

ては原案通り可決致しました。

伊万里都市下水道受益者負担に関する条例

の一部を改正する条例制定については、有田

町に建設中の新病院からの下水を引き込む事

により負担金を分担金と改正するもの。

路線の認定についてバイパス整備等により

新設された側道等、木須西２２号線他７路線

を市道に認定する。

21年度一般会計補正予算について
｢建設部｣関係
交通安全総務事業については、伊万里大通

り線の横断防止柵を始め市内一円10箇所に防

護柵を設置する。

都市計画道路整備事業については、大坪木

須線の22年度完成が見込まれる事により高架

橋の桁製作工事を行う。

地籍調査事業については、黒塩地すべり地

区については、今後のバイパス整備に深く関

係するので、早い調査を要望した。

市営住宅管理運営事業については、現在修

繕工事を行っており外壁改修や水道メーター

等の交換にかかる費用である。

｢産業部｣関係
有害鳥獣対策事業ではイノシシ1,200頭分の

予算化をしていたが、狩猟期間中の捕獲頭数

が1,360頭となったので補正が必要となった。

なお、報償金取得の際の確認は厳格に行われ

るよう要望した。

森林整備担い手育成事業については、先般

新聞で伊万里西松浦森林組合の粉飾決算が報

道され、現在、県で調査に当たられているが

その結果が判明するまで凍結すべきとの意見

であった。

波多津漁港改修事業について、家屋損失賠

償金が計上されているが護岸埋め立て工事の

設計、施行に不備等の質問があったが、地盤

軟弱のための事前調査も十分行い、深層混合

処理工法で細心の注意を払い施行実施をした

との説明を受けた。

企業誘致推進総務事業については、伊万里団

地マンホール分解整備工事が計上されたもの。

◎堀 良夫 ○松尾 博幸
松尾 雅宏 多久島 繁 渡邊 英洋
岩橋 紀行 田中 啓三 福田 喜一

愛媛県内子町(歴史と自然を生かしたまちづくり)
内子町は人口２万人の小さな町で、町の面積の
70％を山林が占めている。旧大洲街道を中心に
広がる護国地区には、白漆喰で塗り込められた重
厚な外壁の続く伝統的建築物群が立ち並び、今も
当時の町並みの様子を知る事が出来る。
町並み保存は昭和54年、町単独の保存修理事

業を開始し保存条例を制定した。更に昭和57年、
国の重要伝統的建造保存地区に選定されると、こ
れまで行政主導で進められて来たものが住民主体
に変わり、住民による保存会では町内の掃除や、
観光ボランティアは勿論の事、多くのイベントが
町民によって開催され年間1,200万人の観光客が
訪れる様になった。

愛媛県宇和島市(宇和島地域ブランド化推進事業)
平成19年より始動し、本市の特産である真珠

を生かすため、国際的に活躍する講師を招いて
｢宇和島デザイン塾｣を開催。又地元有志によるデ
ザイン研究会を立ち上げジュエリーデザイナー福
島氏の指導を受け真珠加工デザイン分野での起業

を目指している。宣伝活動においては、全日空の
メディア媒体を活用し、コンテスト、ファッショ
ンショーを開催し多くの来場となった。更に｢真
珠｣を利用した化粧品、石鹸、清涼飲料等も商標
登録したところである。
フレッシュパークからり(農産物直売所)
農産物の輸入自由化、担い手の高齢化、農産物
価格の低迷など農業が閉鎖的な状況に陥る中で、
観光農業の成功は農産物の販路の転換として独自
の販路開拓に対する期待から始まった。松山市か
らの呼び込みを増すため、品質にはＰＯＳ（販売
時点情報管理）を導入している。生産物には履歴
書を添え、減農薬を徹底している。又当施設で家
族ゆっくり時間が過ごせる様、グリーンツーリズ
ムやパン工房、燻製工房、シャーベット工房で体
験教室を開催している。

行政視察報告（10月6日～9日）
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交通網・港湾・企業誘致対策調査特別委員会
１．西九州自動車の整備について
関係人ベースによる用地取得率は、唐津伊

万里道路で南波多町重橋から谷口間は約
60％、大曲から原屋敷間は約91％、府招地区
は約52％となり、伊万里松浦道路で山代ＩＣ
から長崎県境間は約84％と進捗しており、こ
れらの一部地区においては工事説明会が開催
された。周知の通り唐津道路（二丈鹿家ＩＣ
～浜玉ＩＣ間3.8Ｋｍ）の開通式が12月12日
に行われ、同道路は全線開通となった。
これに先たち委員会では次なる唐津市域に

おける唐津伊万里道路の整備状況を確認する
ため、北波多町にある「山彦トンネル」工事
現場の現地調査を実施した。同トンネルは北
波多ＩＣ側から掘削され、行合野地区までの
延長957ｍ区間が10月28日に貫通したばかり
であり、その貫通先より本市方面を眺望した。
２．港湾整備について
多目的国際コンテナターミナルの整備につ

いては、整備の前提となる構築物の補償契約
が締結されたとの説明を受けた。これに関係
された地権者等の方々の協力に感謝するもの

であり、これに応えるためには、マイナス13
ｍ岸壁の早期整備を希望するものである。
３．企業誘致について
本年4月から11月までに、企業訪問・来訪

による立地勧奨は22社に対し延べ37回、立地
企業に対するフォローアップは41社に対し延
べ159回行われている。
昨年のリーマンショックに始まり、今日の

ドバイショックと世界経済の動向の先行きは
不透明な中、更には円高、国内の緩やかなデ
フレ傾向により市内企業における経営は非常
に厳しいものと思われる。
このような中、船舶用製品の製造等を営ま

れる㈱伸建設工業が七ツ島工業団地に1.9ｈa
の土地を求められた。これで同団地の立地済
面積は立地率で79.2％となった。
なお、佐賀県内における本年の企業の立地

協定締結は2件のみである。

◎渡邊 英洋 ○多久島 繁
松尾 雅宏 山増 秀明
島田 布弘 笠原 義久 前田儀三郎

1. 新病院整備事業における進捗状況
病院用地の取得も完了し造成工事は着々と

進められている。造成工事は平成22年3月完

了予定で建設工事は22年6月着手、23年12月

開院予定である。

病院建設に係る総事業費は、基本設計時と

の比較で約10億円増の約64億5,900万になる

ことが示された。

病床数では臨時特例交付金を財源として見

込むため、交付条件を受け入れて22床減の

206床とする可能性があるとの説明を受けた。

2. 新病院建設にむけて
新たに示された総事業費については、膨れ上

がった額が10億円と多額であり、現時点にお

いて市民に納得のいく説明がなく、市民の間で

は開院後の経営面を危惧する声も囁かれてい

る。新病院については、市民の大きな期待と関

心もあることから、増額の必要性、妥当性につ

いて詳細な情報を示されることを望む。

3. 県西部広域環境組合
ごみ処理施設の重要なポイントである処理

システム、処理方法についての検討がなされ

ている。検討は埋立処理・セメント原料化・

スラグ化・燃料化等でなされ、この4方式の

中からどの方式かの選定が2月上旬までに決

定する予定である。

また地元松浦町の協議会から安心安全な施

設等についての要望書も提出されている。今

年度は処理方式や最終処分場についての方針

が決定されることから地元の松浦町はもとよ

り伊万里市として望ましい方向性を見定め、

将来に禍根を残すことのないよう十分な議論

を尽くして頂きたい。

地域医療・環境施設整備対策調査特別委員会

◎下平 美代 ○盛 泰子
内山 泰宏 松尾 博幸
草野 譲 堀 良夫 浜野 義則
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本委員会に付託された平成20年度の水道事
業、工業用水事業及び病院事業の決算認定に
ついて、11月２日、４日及び５日に委員会を
開催し審査した結果、次の意見要望を付し認
定すべきものと決定しました。
意見要望
１ 水道事業について
市民生活の根幹をなす水道の未普及地区に

ついては、第９次拡張事業や小規模水道等施
設整備補助制度利用により徐々に解消されつ
つあるが、未普及地区の整備計画を立てるな
ど、特に過疎地区の対策を講じられるよう強
く要望する。
また、水道料の未収金については年々増加

傾向にあり、特に短期マンション居住者の未
届転出等による未納者が増えており、不動産
業者や家主等との連携を強化して徹底した徴
収システムを構築するよう強く要望する。
２ 工業用水道事業について
既存企業の事業拡大や新規立地企業による

工業用水の需要増となることから、平成18年
度から第４工業用水道事業の本格的な建設が
実施され、平成21年７月の給水開始に向けて
取組みがなされた。

国内初の海を締切り貯水する施設建設には、
巨額の費用を投じた大型プロジェクトであり、
市民にとっても期待と不安両面から関心も高い。
このような状況の中で、今後の経営におい

ては、健全な財務体質への改善を図り、事業
の効率的な運営、経費の節減に努めるととも
に、国内外の経済動向の変化にも早期に対応
して臨むことを強く要望する。
３ 病院事業について
厳しい経営状況の中で、市民病院は地域医

療の中核として、医師の確保と併せて、高度
な医療技術と医療設備の充実を図りながら、
医業収益の向上と全職員が経営の健全化に努
力されることを望む。市民に信頼され市民が
安心して医療サービスの提供が受けられる病
院としての役割を果たしていくことが今後も
大切である。
新病院へ移行するまで、市民病院全職員が

一丸となって、尚一層経営改善に努力される
よう要望する。

伊万里市企業会計決算審査特別委員会

◎福田 喜一 ○松永 孝三 多久島 繁
松尾 博幸 前田 久年 草野 譲
高木 久彦 占野 秀男 下平 美代

伊万里市一般会計及び特別会計決算審査特別委員会
本委員会に付託された平成20年度一般会計

並びに国民健康保険、介護保険、立花台地開
発、公共下水道、農業集落排水、市営駐車場、
老人保健および後期高齢者医療の８特別会計
決算認定について、11月２日・４日・５日・
６日および９日に委員会を開催し、慎重審査
の結果、これを認定すべきものと決定しまし
た。概要および意見要望は次の通りである。

一般会計決算について
歳入総額205億4661万8982円に対し、歳

出総額202億6970万1441円で、形式収支は
２億7691万7541円で、実質収支ともに前年
度に引き続き黒字決算となっている。歳入で
は米国サブプライムローン問題をきっかけに
起きた世界金融危機により、国内外での急速
な景気後退が見られ、本市においても法人市
民税が前年度に比べ42.7％と大きく減収とな
り、自主財源も7.5％減少するなど予断を許
さない状況にある。次年度以降においても統
合病院、広域ごみ処理施設の建設など大型プ

ロジェクト事業が目前に迫り、財源不足に陥
ることも懸念される。歳入見通しに応じた事
業計画の立案を徹底するなど一層の努力を望
むものである。歳出については支出抑制に努
められ評価できるものであるが、可能な限り
の努力を望みたい。説明資料については支出
のみならず成果の記載についても更なる充実
を要望する。学校備品購入に際してのより効
率的な執行が出来るよう検討を望む。
特別会計決算について
８特別会計のうち、４会計が赤字決算とな

っている。国保会計では４億6728万3108円
の赤字決算となり、今後も各種相談業務を活
かし収入未済回収の取り組みを望む。公共下
水道会計では9966万3958円の赤字決算とな
っている。収入未済額は増加傾向にあり、引
き続き受益者負担の原則からも滞納額の減少
に努力されるよう望むものである。

◎樋渡 雅純 ○船津 賢次 渡邊 英洋
山増 秀明 堀 良夫 笠原 義久
前田儀三郎 田中 啓三 盛 泰子
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一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．水道料金について
２．旧年金センターからの事業中止に
ついて
３．各種制度の周知徹底について

船津 賢次

（一問一答）

１．防犯灯設置について
拭電球支給は十分か
植エコ対策としての白熱球防犯灯か
ら蛍光管防犯灯へ切り替える計画
は無いのか
殖各行政区における切り替えのばら
つき解消の手だては

２．新型インフルエンザについて
拭集団生活における考え方
植敏速な動きがとれる市独自のマニ
ュアル作り
殖専門家の意見を踏まえた市長の考
え方

多久島 繁

（一問一答）

１．本市の教育について
拭戦後教育の見直し
植教育の地方分権
２．中心商店街の活性化について
拭市街地再開発
植集客対策

高木 久彦

（一問一答）

松尾 雅宏

（一問一答）

１．交通空白地における今後の路線バ
ス対応について
２．新政権における事業仕分けの結果
が伊万里市農業に及ぼす影響につい
て
３．農地有効利用支援整備事業と伊万
里市小規模土地改良事業について
４．戸別所得補償制度に伴う２２年伊
万里市水田農業の方針について

１．黒澤明記念館について
拭経過と判断
２．市民センターのお祭り広場の有効
利用について
３．七ツ島工業団地内のレシード油施
設について

岩橋 紀行

（一問一答）

１．公共交通バス運行事業について
拭市内支援各路線の現況
植新たな路線バス実証運行計画
殖いまりんバス運行の拡充
２．建設工事及び建設関連業務委託の
適正な最低制限価格の設定について
拭県内、並びに本市の設定状況
植本市における今後の改善検討
殖市単独事業の積算について

堀 良夫

（一問一答）

１．来年度予算編成に向けて
拭骨格予算のあり方
植予算編成過程の公開
２．教育環境の整備について
拭備品の整備
３．バスセンター閉鎖後の状況とバス
事業について
拭伊万里駅バス停における乗降客利
便性向上策
植「新たなバス」等のＰＲ

１．政権交代に伴う国の予算編成の伊
万里市への影響と市の考え方につい
て
２．新教育長の教育行政に対する抱負
について

盛 泰子

（一問一答）

１．本市における退職職員の再就職
（天下り）の件について
２．今回本市が取組む定住自立圏構想
について

占野 秀男

（総 括）

草野 譲

（一問一答）

１．消防、医療の連携
（救急搬送の改善策への取り組み）
拭救急搬送の現状と課題
植連携への仕組みづくり、ルールづ
くり
殖統合病院の救急医療の核としての
役割り

２．保育所保健活動の充実
（看護職配置の推進）
拭保育指針の改定
植保健管理体制の現状
殖看護職兼務者の在職率のＵＰと段
階的推進

樋渡 雅純

（一問一答）

１．農業振興について
拭限界集落について
植集落支援員制度について
殖集落営農の実態と活動について
２．伊万里牛課開設後の取り組みと今
後の課題
拭畜産等に対する専門職員の配置の
考えは
植行政と畜産農家との関わりは
殖販売価格の推移

前田儀三郎

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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た
と
答
弁
さ
れ
て

い
る
が
、
温
泉
は
休
止
、
わ
ん

ぱ
く
ラ
ン
ド
は
閉
鎖
、
レ
ス
ト

ラ
ン
も
高
級
化
さ
れ
市
民
に
と

っ
て
縁
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
雇
用
も
多
く
の
方
が
退
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
、
把

握
し
て
い
る
か
。

産
業
部
長

40
名
程
の
雇
用
が
継
続
さ
れ

て
い
る
。
退
職
さ
れ
た
方
の
人

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

介
護
保
険
料
の
軽
減
制

度
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
利

用
者
が
非
常
に
少
な
い
。
特
別

の
お
知
ら
せ
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

市
民
部
長

対
象
者
を
絞
り
込
み
特
別
の

お
知
ら
せ
を
し
た
い
。

船
津

賢
次

水
道
料
は
平
成
８
年

24
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
県
内
10

市
の
中
で
二
番
目
に
高
い
。
一

方
で
水
道
会
計
は
経
常
利
益
２

億
３
千
万
円
、
た
め
込
み
金
25

億
７
千
万
円
あ
る
。
市
民
の
暮

ら
し
は
大
変
だ
、
１
千
円
で
も

２
千
円
で
も
引
き
下
げ
で
き
な

い
か
。
今
後
の
収
支
見
通
し
で

は
平
成
30
年
で
経
常
利
益
３
６

８
万
円
、
留
保
資
金
16
億
９
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30

年
ま
で
は
水
道
料
金
の
引
き
上

げ
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い

か
。

水
道
部
長

第
９
次
拡
張
や
浄
水
場
施
設

の
更
新
を
控
え
て
お
り
、
引
き

下
げ
は
難
し
い
。
そ
し
て
平
成

30
年
ま
で
の
引
き
上
げ
は
必
要

な
い
と
思
う
。

年
金
セ
ン
タ
ー
は
市
民

樋
渡

雅
純

全
国
的
に
救
急
出
場
の

件
数
も
、
こ
の
10
年
と
比
較
し

52
％
増
え
て
い
る
。
市
の
現
状

は
。
①
出
場
件
数
②
搬
送
人
数

③
現
場
到
着
時
間
④
現
場
〜
病

院
時
間
⑤
救
急
搬
送
の
受
け
入

れ
照
会
４
回
以
上
の
事
例
。

消
防
長

①
２
０
８
１
件
（
５
２
１
件

増
）
②
２
０
０
４
人
（
31
％
増
）

③
５
・
４
分
④
26
・
５
分
⑤
33

件
で
あ
る
。

今
年
改
正
消
防
法
が
成

立
し
、
両
機
関
の
連
携
が
義
務

に
な
る
。
①
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
②
市
の
取
り
組
み
は
。

消
防
長

①
傷
病
者
の
搬
送
、
受
け
入

れ
連
絡
調
整
の
協
議
会
の
設

置
、
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る

機
関
の
リ
ス
ト
、
選
定
の
基
準

等
②
実
施
基
準
を
厳
守
し
、
関

質
問

係
機
関
と
の
情
報
交
換
の
回
数

を
増
や
し
、
医
師
会
、
保
健
福

祉
事
務
所
と
の
連
絡
会
も
設

置
。
救
急
隊
員
の
更
な
る
高
度

な
診
断
、
応
急
処
置
技
術
の
習

得
に
取
り
組
む
。

昨
年
保
健
活
動
の
重
要

性
が
示
さ
れ
、
保
育
指
針
の
改

正
が
あ
っ
た
。
保
健
、
衛
生
面

の
対
応
、
看
護
師
等
の
専
門
的

職
員
の
確
保
の
推
進
が
あ
る
。

①
市
の
配
置
状
況
は
。
看
護

職
兼
務
の
配
置
は
大
き
な
安
心

と
活
動
の
充
実
に
つ
な
が
る
。

②
今
後
の
配
置
は
。

市
民
部
長

①
市
内
24
園
中
、13
園
配
置
。

②
未
設
置
の
園
で
は
嘱
託
医
と

連
携
を
と
り
、
改
正
の
指
針
に

そ
い
各
園
で
の
保
健
計
画
を
支

援
し
て
い
く
。
研
修
会
で
も
専

門
分
野
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
る
。
看
護
師
不
在
の
た
め

課
題
あ
れ
ば
、
保
健
士
の
巡
回

訪
問
な
ど
解
決
策
を
検
討
す

る
。

前
田
儀
三
郎

伊
万
里
市
内
に
は
限
界

集
落
が
存
在
す
る
の
か
。

政
策
経
営
部
長

現
時
点
で
は
、存
在
し
な
い
。

今
後
、
準
限
界
集
落
は
考
え
ら

れ
る
が
、
出
生
率
の
関
係
も
あ

り
、
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な

い
。

集
落
支
援
制
度
に
つ
い

て
取
組
む
考
え
は
な
い
か
。

産
業
部
長

行
政
区
に
は
区
長
さ
ん
や
民

生
委
員
さ
ん
、
生
産
組
合
長
さ

ん
な
ど
の
組
織
が
あ
り
、
今
の

組
織
を
活
用
し
た
い
。

市
長
は
、
農
政
に
は
熱

心
で
、
今
ま
で
色
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。
ま
た

中
山
間
地
区
の
集
落
で
「
市
長

と
な
ん
で
も
ト
ー
ク
〜
よ
か
村

づ
く
り
座
談
会
」
を
行
な
っ
た

が
感
想
を市

長

色
々
な
集
落
へ
出
向
い
て
話

を
聞
い
た
が
、
ど
の
集
落
に
も

質
問

答
弁

質
問 水

道
料
金
に
つ

い
て

答
弁 医

療
、
消
防
機
関
と

の
連
携

答
弁

質
問

質
問

旧
年
金
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
事
業
中
止
に
つ
い
て

質
問

答
弁

★一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁 限

界
集
落
に
つ

い
て

質
問 各

種
制
度
の
周
知

徹
底
に
つ
い
て

保
育
所
保
健
活
動

答
弁

答
弁
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※危機管理委員会：医師会・歯科医師会・薬剤師会・３公立病院（伊万里市民・有田共立・浦之崎社会
保険）・県保健福祉事務所など14名

（
白
熱
球
生
産
中
止
の
う
ご
き
）

等
が
考
慮
さ
れ
、
電
球
型
防
犯

灯
か
ら
蛍
光
管
型
防
犯
灯
へ
の

切
替
え
が
進
ん
で
い
る
。
行
政

区
全
体
で
平
成
13
年
度
か
ら
８

７
２
万
円
も
の
額
を
防
犯
灯
へ

費
や
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、

各
行
政
区
に
よ
っ
て
切
替
え
に

対
す
る
財
源
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
為
、
市

費
に
て
市
内
に
あ
る
１
４
０
０

基
全
て
の
電
球
型
防
犯
灯
を
蛍

光
管
型
防
犯
灯
に
切
替
え
を
望

む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
り
全
て

を
蛍
光
管
式
防
犯
灯
へ
切
り
替

え
る
と
し
て
総
額
２
３
０
０
万

円
の
予
算
が
必
要
だ
が
、
５
年

計
画
で
す
る
と
し
て
年
間
４
６

０
万
円
を
市
で
予
算
化
で
き
な

い
も
の
か
。

総
務
部
長

防
犯
灯
は
各
区
の
財
産
で
あ

る
為
出
来
な
い
し
、
今
ま
で
半

額
補
助
で
行
っ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
今
ま
で

整
備
し
て
き
た
区
に
対
し
不
公

平
に
な
る
の
で
出
来
な
い
。

高
木

久
彦

教
育
長
が
代
わ
ら
れ
た

の
で
、
新
教
育
長
の
教
育
方
針

や
考
え
を
お
尋
ね
し
た
い
。

教
育
長

戦
後
の
急
激
な
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
、
教
育
の
方
針
が
変

化
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
に
時

代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
人
を
思

い
や
る
心
や
優
し
さ
な
ど
普
遍

的
な
も
の
、
大
事
に
し
た
い
も

の
は
、
大
切
に
育
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

今
後
の
本
市
の
教
育
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

伝
統
や
歴
史
を
大
切
に
し
て
、

諸
先
輩
の
教
え
に
学
び
、
更
な

る
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
を

機
に
、
レ
ト
ロ
調
の
街
づ
く
り

で
活
性
化
に
成
功
さ
れ
て
い
る

他
都
市
に
習
い
、
古
伊
万
里
文

化
の
漂
う
古
い
町
並
み
再
現
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

伊
万
里
川
河
畔
に
は
、
遊
歩

道
や
ガ
ス
灯
の
設
置
な
ど
修
景

に
努
め
て
き
た
。
常
時
水
を
湛

え
た
状
態
を
保
つ
ラ
バ
ー
ダ
ム

の
建
設
は
管
理
上
問
題
点
も
多

い
が
、
今
後
も
「
伊
万
里
津
再

現
の
提
言
」
の
実
現
へ
向
け
取

り
組
み
た
い
。

市
長

銀
天
街
や
本
町
商
店
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
取
り
払
い
費
用
に
対

す
る
補
助
や
カ
ラ
ー
舗
装
工
事

等
に
も
多
額
の
投
資
も
し
、
客

を
呼
び
込
む
た
め
に
、
河
川
敷

屋
台
村
開
設
や
橋
め
ぐ
り
募
集

を
行
う
な
ど
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
、
市
と
し
て
の
手

は
十
分
打
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
伊
万
里
の
商
店
街
に
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
イ
ン
パ
ク

ト
あ
る
施
策
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
行
政
と
商
店
街
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

元
気
な
方
が
お
ら
れ
て
地
区
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
人

材
の
育
成
が
重
要
な
課
題
と
考

え
る
。

開
設
後
の
取
組
み
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て

産
業
部
長

色
々
な
取
組
み
の
中
で
、
食

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
、
農
業

振
興
に
対
す
る
事
業
に
分
け
て

考
え
る
と
、
伊
万
里
牛
を
素
材

に
ハ
ン
バ
ー
グ
・
焼
肉
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
畑
の
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
も
毎
回
大
盛
会
で
あ
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
畜
産

農
家
へ
の
経
営
基
盤
の
設
備
、

繁
殖
牛
導
入
へ
の
補
助
等
を
行

っ
て
い
る
。

畜
産
農
業
に
必
要
な
専

門
知
識
を
有
す
る
人
材
を
配
置

で
き
な
い
か
。

市
長

専
門
職
を
有
す
る
人
材
に
つ

い
て
は
、
専
門
的
知
識
・
専
門

技
術
委
員
等
を
検
討
し
た
い
。

多
久
島

繁

若
い
世
代（
20
歳
以
下
）

で
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
治
療
薬
等
の
備
え
は
万
全

で
あ
る
の
か
。

市
民
部
長

今
の
と
こ
ろ
不
足
は
な
い
。

強
毒
性
に
対
す
る
薬
の
備
蓄
は

市
民
病
院
に
て
保
管
し
て
あ

る
。

現
在
流
行
し
て
い
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
今
後
心
配
さ

れ
る
強
毒
性
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
時
に
お
け
る
市
長

の
考
え
に
つ
い
て

市
長

マ
ス
ク
の
配
布
時
期
に
つ
い

て
も
専
門
家
に
相
談
し
て
行
っ

た
。
今
後
、
課
題
が
あ
れ
ば

※

危
機
管
理
委
員
会
等
に
相
談

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

明
る
さ
・
消
費
電
力

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

本
市
の
教
育
に

つ
い
て

防
犯
灯
設
置
に
つ

い
て

答
弁

中
心
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問 伊

万
里
牛
課
に
つ

い
て
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産
業
部
長

所
得
補
償
制
度
は
、
生
産
調

整
を
守
ら
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ

な
い
の
で
、
選
択
制
で
は
あ
る

も
の
の
加
入
し
た
方
が
得
策
と

し
て
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
協
力

し
て
頂
け
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
又
、
そ
の
場
合
の
転
作
作

物
と
し
て
飼
料
米
が
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
面
積
制
限(

転
作

増
加
分
対
象)

等
新
た
な
情
報

も
飛
び
交
っ
て
お
り
、
更
に
は

こ
れ
ま
で
の
設
備
投
資
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
豆
を
転

作
の
柱
と
し
て
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
情
報
収
集
に

努
め
農
協
等
の
関
係
機
関
と
十

分
協
議
を
行
い
、
配
分
説
明
会

で
ご
紹
介
出
来
る
様
準
備
を
進

め
て
い
く
。

路
線
バ
ス
対
応
に
つ
い

て

市
長

今
回
「
新
た
な
路
線
バ
ス
」

を
走
ら
せ
て
も
ま
だ
網
羅
し
て

い
な
い
事
は
承
知
し
て
い
る
。

第
三
段
と
し
て
５
㎞
圏
内
を
補

う
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

松
尾

雅
宏

来
年
よ
り「
米
」か
ら
取

り
組
む
事
と
な
る
が
伊
万
里
市

で
は
指
針
は
で
き
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長

主
要
農
産
物(

米
、
麦
、
大

豆)

の
生
産
を
行
っ
た
農
業
者

に
対
し
て
、
生
産
に
要
す
る
費

用(

全
国
平
均)

と
販
売
価
格

(

全
国
平
均)

と
の
差
額
を
交
付

す
る
制
度
で
あ
り
、
23
年
度
か

ら
の
導
入
と
な
っ
て
い
る
。

「
米
」
に
関
し
て
は
22
年
度
か

ら
の
導
入
で
あ
り
、
現
在
ま
で

補
填
基
準
価
格
や
生
産
基
準
費

用
を
い
く
ら
に
す
る
か
等
、
国

で
制
度
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

段
階
で
あ
り
本
市
と
し
て
も
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
産
地
確
立
交

付
金(

転
作
補
助
金)

は
、
大
豆

を
柱
と
し
て
手
厚
く
設
定
さ
れ

て
い
た
が
代
替
と
な
る
水
田
利

活
用
自
給
向
上
事
業
で
は
助
成

水
準
が
下
が
る
た
め
生
産
調
整

達
成
に
支
障
は
な
い
の
か
。

質
問

質
問

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

答
弁

答
弁

農
業
者
戸
別
所
得
補

償
制
度
に
つ
い
て

ン
テ
ン
ト
ン
合
戦
場
に
可
能
な

施
設
に
で
き
な
い
か

市
民
セ
ン
タ
ー
長

お
祭
り
広
場
は
年
間
１
４
０

日
利
用
さ
れ
、
災
害
時
の
避
難

場
所
、
車
椅
子
等
の
進
入
口
な

ど
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
を
外
す
事
は
困
難
で

あ
る
。

市
長

伊
万
里
町
に
は
全
天
候
型
の

施
設
が
な
い
の
で
、
近
く
に
適

当
な
場
所
を
検
討
し
た
い
。

施
設
の
原
因
者(

神
廣)

と
使
用
許
可
者
を
出
し
た
県
と

の
早
期
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
過
去
５
年
間
に
亘
り
促
し

て
き
た
。
施
設
の
撤
去
見
込
み

と
利
用
策
は
。

産
業
部
長

裁
判
所
へ
の
強
制
執
行
の
手

続
き
等
を
経
て
今
年
度
末
ま
で

に
は
撤
去
の
見
通
し
で
あ
り
、

経
過
説
明
を
早
い
時
期
に
市
議

会
に
対
し
て
行
う
と
の
事
（
県

港
湾
課
の
話
）。
公
共
埠
頭
用

地
の
有
効
活
用
に
努
め
た
い
。

岩
橋

紀
行

平
成
10
年
以
来
、
11
年

間
に
亘
り
計
画
の
説
明
を
受
け

て
き
た
が
、
記
念
館
の
建
設
が

具
体
的
に
見
え
て
こ
な
い
が
、

今
、
市
と
し
て
の
判
断
を
す
べ

き
時
期
で
は
な
い
か
。

政
策
経
営
部
長

今
月
10
日
よ
り
パ
リ
で
開
催

の
黒
澤
明
監
督
生
誕
百
年
記
念

事
業
で
協
賛
者
と
資
金
の
固
め

を
し
、
そ
こ
で
道
筋
を
付
け
て

記
念
館
の
計
画
に
入
る
と
の
説

明
を
受
け
て
い
る
。
現
況
か
ら

前
進
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長

計
画
が
出
な
く
て
苦
慮
し
て

い
る
。
平
成
22
年
３
月
が
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

お
祭
り
広
場
（
１
５
０

０
㎡
）
を
駐
車
場
の
機
能
を
残

し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ト

答
弁

答
弁 黒

澤
明
記
念
館

に
つ
い
て

質
問

堀

良
夫

バ
ス
事
業
者
の
厳
し
い

状
況
か
ら
運
行
空
白
地
域
が
増

加
し
、
更
に
超
高
齢
化
社
会
が

迫
っ
て
い
る
。
市
の
支
援
路
線

に
お
け
る
赤
字
補
填
、
利
用
者

の
動
向
は
ど
う
か
。

産
業
部
長

補
助
金
は
平
成
20
年
度
５
４

６
１
万
円
で
、
15
年
度
よ
り
２

２
０
２
万
円
減
少
し
、
利
用
者

は
７
万
５
７
０
０
人
の
減
で
あ

る
。
理
由
と
し
て
は
、
バ
ス
事

業
者
の
人
件
費
削
減
、
路
線
の

大
幅
な
減
便
、
利
用
者
の
減
少

が
挙
げ
ら
れ
る
。

地
域
住
民
の
移
動
手
段

確
保
の
た
め
、
地
域
バ
ス
運
行

の
施
策
は
。

市
長

新
た
な
路
線
バ
ス
実
証
運
行

は
、
田
舎
版
い
ま
り
ん
バ
ス
と

し
て
、
交
通
空
白
地
域
を
解
消

し
、
お
年
寄
り
や
車
の
運
転
が

出
来
な
い
方
々
の
通
院
や
買
い

物
等
、
バ
ス
が
本
当
に
必
要
な

質
問

答
弁

質
問

答
弁 公

共
交
通
バ
ス

運
行
事
業

市
民
セ
ン
タ
ー
の

お
祭
り
広
場
の
有

効
利
用
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

答
弁七

ツ
島
工
業
団
地
の
レ
シ

ー
ド
油
施
設
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁 交

通
空
白
地
帯
の

今
後
は
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一

般

質

問

決
算
委
員
会
で
指
摘
し
た
備
品

購
入
費
執
行
工
夫
⑤
備
品
や
修

繕
等
へ
の
対
応
は
。
⑥
要
望
を

学
校
名
は
伏
せ
て
公
開
す
べ
き

教
育
部
長
・
教
育
長

①
ス
ト
ー
ブ
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ

セ
、
長
机
、
パ
イ
プ
椅
子
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
②
屋
外
テ
ン

ト
、
和
太
鼓
、
運
動
会
用
は
っ

ぴ
、
見
守
り
隊
用
ブ
ル
ゾ
ン
、

扇
風
機
等
③
調
律
は
学
校
か
ら

の
希
望
台
数
分
全
て
を
行
っ
て

い
る
。
購
入
年
度
は
平
成
に
入

り
、
８
台
、
昭
和
60
年
代
３
台
、

40
・
50
年
代
各
９
台
、
30
年
代

30
台
。④
入
札
時
期
を
早
め
る
、

学
校
間
の
連
携
、
無
駄
の
な
い

執
行
の
３
点
を
考
え
て
い
る
⑤

予
算
確
保
に
努
め
る
⑥
市
全
体

の
統
一
見
解
が
必
要
。

国
の
事
業
仕
分
け
は

「
過
程
が
公
開
さ
れ
た
点
」
が

評
価
さ
れ
て
い
る
。
枠
配
分
か

ら
外
れ
た
予
算
も
公
開
で
き
な

い
か

市
長

枠
内
だ
け
で
な
く
、
枠
に
入

ら
ず
予
算
化
さ
れ
な
か
っ
た
分

の
公
開
は
前
向
き
に
考
え
た
い
。

占
野

秀
男

民
主
党
を
中
心
と
す
る

新
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
公

政
権
と
は
違
っ
て
、
公
開
の

「
事
業
仕
分
け
」
と
称
す
る
作

業
が
行
わ
れ
、
内
容
は
別
と
し

て
国
民
の
間
で
は
好
評
の
様
だ

が
、
こ
の
「
事
業
仕
分
け
」
に

よ
る
伊
万
里
市
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。
多
く
の
事
業
が
あ
る
が

特
に
西
九
州
自
動
車
道
、
国
道

２
０
２
号
、広
域
ご
み
処
理
場
、

新
統
合
病
院
、
井
手
口
川
ダ
ム

等
に
つ
い
て
の
影
響
を
伺
い
た

い
。ま

た
、
今
後
の
政
府
へ
の
要

望
は
ど
う
す
る
の
か
、
伊
万
里

市
も
無
駄
を
な
く
す
た
め
に
事

業
仕
分
け
的
な
見
直
し
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
策
経
営
部
長

国
は
予
算
編
成
中
で
あ
り
決

定
は
し
て
い
な
い
が
影
響
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
し
て
い
る
。

今
の
段
階
で
は
、
道
路
関
係
が

「
縮
減
」
や
「
凍
結
」
が
予
想

さ
れ
る
。
他
の
事
業
に
つ
い
て

は
影
響
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

る
。見

直
し
は「
財
政
再
建
計
画
」

で
実
施
中
。

市
長

従
来
と
は
違
う
が
新
政
権
の

や
り
方
で
要
望
し
て
い
く
。
ま

た
こ
れ
ま
で
お
願
い
し
て
き
た

３
区
や
参
議
院
の
先
生
に
も
要

請
は
し
た
い
。

学
校
教
育
、社
会
体
育
、

文
化
、
社
会
教
育
、
図
書
館
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
抱
負
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
が
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
「
愛
と
信

頼
の
教
育
」、「
人
権
文
化
の
創

造
」
の
充
実
発
展
を
目
指
し
た

い
。ま

た
、
抱
負
と
し
て
は
愛
と

信
頼
の
教
育
、
人
権
、
文
化
の

創
造
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進

め
、
ま
た
引
き
継
い
だ
事
項
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
取
り
組
み

た
い
。

地
域
な
の
か
を
検
証
す
る
。
更

に
地
域
公
共
交
通
の
形
態
、
運

行
の
制
度
、支
援
等
を
研
究
し
、

使
い
勝
手
の
良
い「
市
民
の
足
」

を
目
指
し
た
い
。

長
引
く
不
況
、
公
共
投

資
の
厳
し
い
抑
制
を
受
け
て
、

発
注
状
況
の
推
移
は
。

総
務
部
副
部
長

普
通
建
設
事
業
費
は
平
成
11

年
度
57
億
５
千
万
円
、
20
年
度

13
億
５
千
万
円
で
、

弱
で
あ

る
。

国
は
建
設
業
が
地
域
の

雇
用
を
確
保
し
、
地
域
産
業
の

中
核
と
し
て
持
続
的
に
発
展
で

き
る
観
点
を
加
え
て
対
処
す
る

よ
う
県
に
要
請
。
こ
れ
を
踏
ま

え
県
及
び
佐
賀
市
、
唐
津
市
等

は
す
で
に
改
正
し
て
い
る
。
本

市
の
適
正
な
見
直
し
に
つ
い
て

市
長
の
所
見
は
。

市
長

関
連
業
界
も
含
め
た
従
業
員

も
多
い
た
め
、
入
札
制
度
検
討

委
員
会
に
市
長
と
し
て
の
意
見

を
伝
え
、
再
調
査
・
検
討
を
指

示
し
た
い
。

盛

泰
子

バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖

に
よ
り
、
駅
ビ
ル
の
デ
ッ
キ
下

に
バ
ス
停
が
移
動
し
、
椅
子
が

少
な
く
時
刻
表
も
見
に
く
い
状

況
に
あ
る
。
デ
ッ
キ
の
支
柱
下

部
円
周
を
利
用
し
ベ
ン
チ
を
作

る
こ
と
、
東
ビ
ル
内
壁
面
を
利

用
し
て
時
刻
表
を
大
き
く
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

産
業
部
長
・
市
長

最
近
、
伊
万
里
有
田
法
人
会

か
ら
ベ
ン
チ
２
台
の
寄
贈
を
受

け
た
。
椅
子
や
時
刻
表
の
設
置

要
望
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
バ
ス

事
業
者
に
要
請
し
状
況
を
見
な

が
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
。

①
小
中
学
校
か
ら
の
備

品
購
入
要
望
②
バ
ザ
ー
益
金
や

卒
業
記
念
品
で
の
寄
付
③
ピ
ア

ノ
の
調
律
状
況
と
購
入
年
度
④

答
弁

質
問

答
弁

質
問

伊
万
里
駅
バ
ス
停

の
利
便
性
向
上
策

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

新
政
権
の
予
算
編
成
と

伊
万
里
市
へ
の
影
響

答
弁

建
設
工
事
等
に
お
け
る

最
低
制
限
価
格
の
設
定

教
育
環
境
の
整
備

予
算
編
成
過
程
の

公
開

答
弁

答
弁

質
問

質
問

新
教
育
長
の
抱
負

質
問

1／4

（⑤）
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一
般
質
問
・
議
会
運
営
委
員
会
報
告

及
ぶ
所
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。
広
く
民
間
に
門
を
開
き

公
募
す
る
事
に
は
や
ぶ
さ
か
で

は
な
い
。
④
市
と
し
て
疑
惑
の

目
で
見
ら
れ
る
の
は
心
外
で
あ

り
、
公
表
出
来
る
分
に
つ
い
て

は
十
分
検
討
し
て
行
く
。

今
回
本
市
が
取
組
む
自

立
圏
構
想
で
あ
る
が
、
合
併
後

の
地
方
圏
に
お
い
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
各
地
に
作
り

大
都
会
へ
流
れ
て
い
る
人
口
を

く
い
と
め
、
本
市
が
中
心
市
宣

言
を
行
な
い
有
田
町
と
連
帯
し

て
魅
力
あ
る
都
市
機
能
を
整
備

し
て
い
く
と
あ
る
が
、
今
後
の

方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。

政
策
経
営
部
長

今
議
会
に
上
程
し
て
い
る
様

に
有
田
町
と
形
成
協
定
を
結
び

医
療
の
整
備
や
産
業
の
振
興
、

人
的
な
交
流
な
ど
地
域
共
通
の

課
題
に
取
組
む
。
こ
の
取
組
み

に
よ
っ
て
交
付
税
措
置
が
あ
り

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
将
来

都
市
構
想
に
役
立
せ
た
い
。

草
野

譲

①
こ
れ
ま
で
本
市
と

し
て
天
下
り
や
そ
れ
に
似
た
様

な
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど

う
か
②
本
市
で
は
ま
だ
天
下
り

規
制
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
な

ら
ば
策
定
さ
れ
る
計
画
や
予
定

は
あ
る
か
③
本
市
職
員
の
退
職

再
就
職
先
の
件
で
本
市
の
公
共

施
設
や
外
郭
団
体
へ
の
就
職
の

門
を
民
間
も
含
め
公
募
に
し
て

は
ど
う
か
④
市
民
か
ら
天
下
り

で
は
な
い
か
と
疑
い
の
目
で
見

ら
れ
な
い
様
に
透
明
性
を
図
る

事
で
公
務
員
の
再
就
職
先
を
オ

ー
プ
ン
に
公
開
し
て
は
ど
う

か
。

市
長
・
総
務
部
副
部
長

①
天
下
り
と
云
う
も
の
は
な

い
。
只
、
嘱
託
職
員
や
外
郭
団

体
へ
の
採
用
は
あ
る
。
適
材
適

所
の
採
用
と
思
う
②
国
も
検
討

さ
れ
て
い
る
事
で
あ
り
本
市
で

も
検
討
し
て
行
く
③
公
共
施
設

や
外
郭
団
体
な
ど
市
の
権
限
が

答
弁

質
問

答
弁

質
問 定

住
自
立
圏
構
想

に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
退
職

職
員
の
再
就
職
（
天

下
り
）の
件
に
つ
い
て

議会運営委員会はさる11月16日、17日の２日

間、兵庫県「姫路市」「たつの市」の議会運営に

ついて視察研修を行いました。

伊万里市議会では次回の選挙後から、議会運営

は「会派制」に移行することになり、集中的に会

派制議会運営の研修を行いました。

「姫路市議会」

議員定数49名。３人以上を会派とし、最大１

７名、最少４名の６会派と一人会派２の構成にな

っています。議運は条例で定数を決め、比例方式

で選出。現在11名で構成。

一人会派も「議運」には参加できるものの発言

権、採決権はありません。任期は１年交代。正副

議長も別枠で参加している。

「たつの市議会」

議員定数28名。最大８人、最少２名の７会派

で構成。原則３名以上だが政党の場合は２名以上

で認める。議運定数は８名以内（現在は７名）、

会派の所属人数に比例して選出。

任期は１年とし毎年５月に選出している。

正副議長はオブザーバーで参加。

このほか会派運営の中での一般質問や議会での

協議のあり方、代表質問、発言時間、全員協議会

の有無など多方面にわたって研修を行った。議員

定数は違いがあるものの運営については参考にな

った。

議会運営委員会 視察報告

◎占野 秀男 ○前田 久年 松永 孝三
船津 賢次 樋渡 雅純 得木 久彦
岩橋 紀行 田中 啓三 福田 喜一



16
★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約14円（印刷費）で作成しています。

行政視察受け入れの状況（平成21年４月～平成21年12月）
月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

４ 東京都調布市議会 ３ 家読推進事業 会

栃木県大田原市議会 ８ 行政経営、職員の意識改革等 委

長野県千曲市議会 ９
学校給食センター

提案型公共サービス民営化制度
委

５ 鹿児島県志布志市議会 13 議会運営、議会改革 委

大分県中津市議会 ５ 伊万里港の整備、ポートセールス 会

沖縄県宮古島市議会 ９
市民図書館

ＮＰＯ法人伊万里はちがめプラン
委

宮崎県日向市議会 ２ 工業用水道 個

７ 兵庫県小野市議会 ７ 行政評価システム 委

滋賀県近江八幡市議会 ８ 伊万里っ子しぐさ 委

８
熊本県和水町議会 ９ 子育て支援、健康づくり事業等 委

（同 上） ８ 議会だより 委

10
東京都荒川区議会 14 市民図書館 会

千葉県富里市議会 ７ 行政評価システム、職員の流動的運用 委

熊本県上天草市議会 ８ 遊休施設活用による企業誘致 委

11 栃木県芳賀郡内
11 やすらぎ斎苑 ―

市・町議会（正副議長）

２
０
１
０
年
、
寅
年
の
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の

素
晴
し
い
年
で
あ
る
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
最
近
の
世
の
中
、

実
に
様
々
な
出
来
事
が
起
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
地
球
が
自
ら
廻
っ

て
い
る
様
に
次
か
ら
次
へ
と
新
た

な
場
面
が
現
れ
て
は
様
々
な
局
面

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

移
り
行
く
世
情
の
早
さ
に
戸
惑

い
な
が
ら
の
昨
年
一
年
間
で
あ
り

ま
し
た
。

政
権
交
代
あ
り
、
い
つ
ま
で
続

く
か
不
況
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
。
先
行
き
不
透
明
な
社
会
情
勢

の
中
、
我
が
伊
万
里
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
昨
年
は

若
人
の
頑
張
り
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
万
里
農

林
高
校
の
甲
子
園
出
場
の
快
挙
に

は
熱
い
思
い
が
込
み
上
げ
る
位
の

拍
手
を
送
り
、
力
武
杏
奈
さ
ん

（
有
工
２
年
）
は
最
年
少
な
が
ら

一
回
の
挑
戦
で
見
事
、
民
謡
日
本

一
の
栄
冠
に
輝
き
、
南
波
多
小
６

年
の
池
田
衣
那
さ
ん
は
全
国
大
会

１
０
０
ｍ
競
争
で
こ
れ
ま
た
日
本

一
の
座
を
仕
留
め
ま
し
た
。
若
者

の
活
躍
に
明
る
い
未
来
を
感
じ
、

感
動
と
勇
気
と
元
気
を
頂
き
ま
し

た
。混

迷
す
る
社
会
の
中
で
、
政
治

の
役
割
が
一
段
と
重
要
性
を
増
す

中
で
議
会
と
議
員
は
そ
の
使
命
と

責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会

だ
よ
り
も
そ
の
一
環
で
あ
り
現
状

の
市
議
会
の
在
り
様
を
お
知
ら
せ

す
る
機
関
紙
で
あ
り
。
市
民
と
の

パ
イ
プ
役
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で

あ
り
ま
す
。

お
聞
き
に
な
り
た
い
事
や
ご
意

見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。（
讓
）
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※ 人数は議員の他、随行者も含みます
※ 「委」は委員会、「会」は会派での視察を意味します
※ ６・９・１２月は議会中のため、視察申し込みはありませんでした
※ 多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努めています


